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寒冷季における堆肥化の現状 と特徴

伊藤信雄・福重直輝

(東北農業研究セ ンター )
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1 は じ め に

畜産及び耕種部門の連携による有機肥料資源とし

ての家畜排泄物の地域内循環利用が推進されている。

耕種農家での堆肥利用は春及び秋季に集中し,特に

春季に需要が多い。春季には冬季に生産された堆肥

が利用の中心となる。 しかし,寒冷地である東北地

化を図り,その特徴を把握する。

表1堆肥化の条件

域では冬季の気温が低いため発酵停滞をおこし,良   3 試験結果及び考察

質堆肥の生産が困難であると言われている。そこで ,

寒冷地域における堆肥化の状況を把握 し,改善を図   (1)堆肥舎による堆肥化の状況

ることを目的として現地を調査するとともに堆肥化   調査した 41戸の農家中,水分調整を適切に行つて

いる農家は 2戸 ,強制通気を行つている農家は 1戸 ,

3回以上の切り返す農家は 15戸であつた。良質堆肥

の生産に必要なこれらの基本事項をすべて励行して

いたのは 1戸のみであつた。堆肥を交換や販売して

いる農家は 23戸 あるものの良質堆肥生産に対する農

家の意識は低い状況にあつた。

岩手県下を中心に肉・亭L用牛飼育農家の堆肥舎に   夏季および冬季の堆肥温度を図 1,「現場における

ついて堆肥生産への取り組み状況及び
「現場におけ  腐熟度判定基準Jに よる評価点を図 2に示す。家畜

る腐熟度判定基準 (堆肥化施設設計マニュアル,中央  ふんの堆肥化で日標となる堆肥温度 60℃以上の農家

畜産会)」 に基づき,夏季および冬季の堆肥化の状況  は夏季の 7戸に対し冬季には 1戸に減少した。冬季

の特徴を検討した。

2 試 験 方 法

(1)堆肥化状況の調査

1)堆肥舎による堆肥化

を調査する。

2)装置による堆肥化

良質堆肥が生産 されている堆肥舎及び 自動撹拌通

気装置を備え,適正な水分調整により良質堆肥の生    35

産が可能な数種の堆肥化装置について夏季及び冬季    ::
の材料水分及び堆肥の水分,温度,有機物分解率を   茫 20

初期水分

(%)

水分調整材

の種類

通気量

(L/1n'/111in)

平均外

`

(℃ )

夏季 653 モ ミガラ 255

冬季 モ ミガラ 30 ‐01

には夏季より堆肥温度の低下が認められ,調査農家

のなかには堆肥が凍結した例も見受けられた。

気温

畿15
10

発酵槽 (容積 108L)を発酵温度追従型恒温槽に格納す     5
0

口夏季 (8月 )

口冬ネ 12月 )

趙

爾

m   _

調査する。

(2)堆肥発酵試験

る小型堆肥化装置を用い,半L牛ふんを材料として夏       49以 下  50～69  00～ 69  70以上
最高雄肥温度(℃)

季及び冬季について表 11こ 示す供試条件により堆肥        図1堆肥舎での季節別睦肥温度 180cm深 )
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■

回夏季(3月 )

●冬季(12月 )

目

31以上 80～ 7170～6160～ 5150～4140～3130以下

店熟度評価点

図2腐 熟度判定基準による評価点の分布
181以上 :完熟 80～ 31:中 熟 30tt下

`未
熟)

また,「現場における腐熟度判定基準Jによる評価点

も冬季には低下傾向にあることから,冬季には堆肥

の発酵が停滞していることが伺われた。

(2)堆肥化装置による堆肥化

調査した装置のなかで,良質堆肥を生産 している

堆肥舎を含む代表的事例について堆肥発酵状況を表

2に示した。多くの事例では,冬季には温度及び有

機物分解量が低下し,堆肥舎と同様に冬季の発酵停

滞が認められた。調査事例の中で,夏季と同程度の

有機物分解率を示したのは 2棟の堆肥舎と縦型密閉

コンポ 1基のみであつた。堆肥舎では堆肥化期間を

8～ 12ヶ 月としているため冬季低温の影響が少ない

こと,密閉コンポでは低温時の加温により発酵環境

を一定に維持していることが発酵の安定に貢献した

ものと考えられた。堆肥舎のなかに気温に関わりな

く高温発酵が維持されている事例があり,冬季の堆

肥発酵安定化技術の開発に向けて,解析する予定で

ある。
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颯肥化経過日敷(日 )

図3季節による雄肥温度の状況

(3)冬季発酵の特徴

夏及び冬季における堆肥の温度変化を図 3に 示し

た。夏季には気温が高く,堆肥化開始直後から急激

に堆肥温度が上昇した。これに対し冬季の堆肥化で

は 15℃前後までの極めて緩慢な堆肥温度の上昇に特

徴があり,それ以後の温度上昇も通気温度の影響を

受けて夏季に比べて遅延する傾向が認められた。こ

のことから堆肥温度の上昇に有効な微生物の活動温

度域は 15℃以上と半J断 され,冬季寒冷時の発酵停滞

を軽減するためには堆肥温度 15℃ 以下での熱エネル

ギーの投入,堆肥からの放熱量低減を目的とした堆

肥化期間を通しての断熱や必要最小量の通気法の開

発が必要と考えられた。

4 ま と め

寒冷地では冬季に多くの堆肥舎や堆肥化装置で発

酵停滞が認められた。冬季の堆肥発酵では堆肥温度

15℃前後までの温度上昇は極めて緩慢であり,堆肥

温度の上昇に寄与する微生物の活性温度域は 15℃ 以

上と判断された。冬季の発酵停滞の軽減には熱エネ

ルギーの投入や放熱量の低減を図ることが必要であ

る。
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